
勝
髭
経
義

疏
に
見

え
る
本
義

に

つ
い
て
 (
渡

部
)

勝
翼

経
義
疏

に
見
え

る

「
本
義
」

に

つ
い
て

渡

部

孝

順

曰

昭
和
四
十
五
年
発
行

の
拙
著

「
三
経
義
疏
の
研
究
」
に
於

い
て

ル
ニ

ハ

モ

ス
ト

ヲ

レ
ハ

チ

ナ
リ

ノ

法
華
義
記
 
(
p
.
 
5
7
4
)
 

中
に

「
然

勝
髪
錐
レ
明
二
一
体
三
宝
一此

則
為
レ因

ニ

ス

ヲ

シ

ス
ル
ヲ

ヲ

セ

ヲ

ニ

ヲ

ヲ

ス

故
明
レ果

下
唯
結
三言
説
二入

一
乗
一不
レ
結
二
一
体
三
宝
一此
則
単
以
レ因
為

レ宗
」
と
記
さ
れ
て
あ
る
の
で
法
雲
法
師
に
勝
量
経
の
科
段
釈
が
あ
り
、

注
釈
書
も
あ
つ
た

で
あ
ら
う
と
想
像
さ
れ
、
こ
れ
に
関
聯
し
て
勝
髪
経

ニ

リ

ス

ル
ノ

カ

義
疏

一
乗
章
の
最
後
に

「第
五
従
二
『
若
如
来
』
以
下
明
下
昔
日
不
レ
説
ニ

ヲ

ヲ

ニ

ク

リ

ス

ヲ

ニ

ニ

ス
ト

一
乗
一之
意
上
本
義

云
従
二
『
若
如
来
』
以
下
明
一二

体
三
宝
一中
遂
結
二入

ヲ

一
乗
こ

と
あ
る
本
義
説
と
前
述
の
法
華
義
記
説
と
が

一
致

す
る

の
で

勝
髭
経
義
疏
に
い
う

「
本
義
」
の
撰
述
者
は
法
雲
で
あ
ら
う
と
推
定
し

て
を
い
た

の
で
あ
る
。

し
か
し
、
勝
髭
経
義
疏

の
比
較
研
究
に
唯

一
の
資
料
で
あ
る
勝
髭
宝

窟
を
披

い
て
強
く
感
じ
と
ら
れ
る
事
は
法
雲
説
よ
り
曼
説
が
よ
り
以
上

強

い
影
響
を
齎
し
て
い
る
と
い
う
事
で
あ
る
、
そ

こ
で
勝

髭
経
義
疏

や
、
引
用

さ
れ
て
を

つ
た
本
義
説
も
実
は
法
雲
説
で
は
な
く
曼
説
で
は

な
か
つ
た
か
と
い
う
疑
い
を
持

つ
事
も
あ

つ
た
の
で
あ
る
。

昨
年
、

金
治
先
生
よ
り

「勝
髭
経
義
疏
の
本
義
の
学
系
と
そ
の
撰
述

者
」
の
御
恵
送
に
あ
つ
か
り
、
こ
の
本
義
の
学
系
は
曼
師
の
も
の
で
あ

る
事
を
知
ら
さ
れ
た
の
で
御
座
い
ま
す
が
、
そ
れ
と
は
裏
腹
に
本
義
は

曼
説
で
は
な
い
事
に
気
付

い
た
、
此
処
で
は
三
徳
釈
と
生
死
釈
と
に
限

り
少
し
く
私
の
考

い
つ
い
た
事
を
記
し
て
見
た

い
。

勝
髭
宝
窟
 
(
p
.
 
1
4
)
 

下

ク

イ
テ

ヲ

「
今

具

就

二三

徳

一釈
レ
之

ノ

ハ

ズ

ヲ

ノ

初
両
偶
歎

二法
身

一

次

ハ

ヲ

ノ

一
偶
歎

二解
脱

輔

後

一
偶
歎
二
波
若

一

浬
架

ノ

ハ

シ

メ
ト

経

三
法
以
二
解
脱

一為
レ
初

ハ

シ

ト

ハ

ト

法
身
為
レ次
般
若
為
レ後

ス
ル
ニ

ヲ

…
…
但
解

二

三

徳

ア

リ

ニ

リ

レ

不
同
二
江
南

一有
二
其
三
釈

一

ニ

ク

グ
ル
ハ

ヲ

第

一
雲
法
師
云
挙
二
法
身

一

シ

ノ

ニ

グ
ル
ハ

ヲ

対

二生
死
色

一挙
二
波
若

一

騰
髭
粟経
義
疏
六
丁
表

メ

ノ

ハ

初
二
行
偶

歎
二
法
身

禰

ノ

ノ

ハ

次

一
行
偶

歎
二解
脱

一

ノ

ノ

ハ

次

一
行
偶

歎

一波
若

一
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シ

ノ

ノ

ユ

ノ

バ

対

二
生
死
中
心

一生
死
色

心

ル

セ

ノ

ト

ト
ハ

被
レ
縛

仏
地
法
身
波
若

ニ

ヲ

ノ

無
レ
累
、
故
挙

二解
脱

一対
二
彼

ニ

有
縛

一
ニ

ク

ハ

第
二
蔵
法
師
云
法
身
当
体
、

ス

ノ

挙
二
解
脱
一対
二
昔
有
余
浬
墾

一

ス

ノ

挙
二
波
若
一対
二
昔
日
無
余
浬

葉

一ニ

ク

ハ

第
三
曼
法
師
云
法
身
当
体
、

与
二第
二
一不
レ異
、
但
万
徳

ヲ

ゲ

ヲ

不

レ
出

一智

断

一挙

二解

脱

一

ス
明
レ
断
挙
二
般
若

一明
レ智

ハ

レ

ノ

ナ
リ

法
身
是
万
徳
正
体

ハ

レ

ナ
リ

解
脱
是
断

ハ

レ

ナ
リ

レ
バ

チ

波
若
是
智

然

則

ニ

ハ

ノ

ヲ

ス

ト

万
徳
之
中

是
三
為
レ要

義
疏
の
注
釈
は
曼
説
と
同
じ
で
あ
り
、

こ
の
曼
師
の
三
徳
釈
は
勝
蟹

経
歎
仏
章

の

『
如
来
妙
色
身
』
以
下
四
行

の
偶
に
拠
つ
た
も
の
で
あ
る

ヲ

テ
ノ

ニ

ニ

キ
ガ

事
は
言
う
ま
で
も
な
い
事

で
あ
る
が

一
乗
章

の

『何
以

故
法
無
二優

ニ

ヲ

ツ
キ
ガ

ニ

ヲ

シ
キ
ガ

ニ

ヲ

劣

一故
得
二浬
繋
一智
慧
等

故
得
二浬
繋

一解
脱
等

故
得
二浬
盤
一清
浄

シ
キ
ガ

ニ

タ
リ

等

故
得

二浬
繋

一』
の

『
法
』
『智
慧
』
『
解
脱
』
の
三
徳
に
も
拠

つ
た

も
の
で
あ
ら
う
、
唯
、
問
題
は
経
文
に

『
清
浄
』
の

一
句
が
加
は
つ
て

い
る
の
で
、
浬
架
経
の
三
法
を
以
て
勝
量
経
を
解
釈
す
る
事
に
遠
慮
し

た
教
家
も
を

つ
た
。

ノ

ハ

メ

ノ

ニ

ス

ト

勝
髭
経

義
疏

一
乗
章

に

「
此

『何
以
故
』
通
二下
三
徳
一為
レ
標

『
法

ト

ハ

ニ

ク

ノ

ニ
ハ

キ

ニ
オ
イ
テ

無
優
劣
』
者
本
義
云
諸
仏
法
身

無
一優

劣
唱也
、
波
若
、
解
脱
、
清
浄

ス
ル

ヲ

ジ
ト

ニ

メ

ノ

ニ

釈
レ等
亦
同
レ此
」
と
あ
る
が
、
義
疏
は
「
通
二
下
三
徳
一」
と

『
清
浄
』

の

一
句
を
無
視
し
て
浬
葉
経
の
三
徳
釈
に
拠
つ
て
い
る
が

「本
義
云
」

の
解
釈
は

『
清
浄
』
の

一
句
を
も
採
り
挙
げ
三
徳
釈
に
固
執
し
て
は
を

ら
な
い
。

ス

ニ

ト

ハ

ス
ル

ニ

ト
ハ

同

じ

く

一
乗

章

に

「
『
帰

依

二
第

一
義

一者

是

帰

レ
依

二
如
来

一』

者

第

一

バ

ク

ナ
リ

ニ

ク

ノ

ハ

ニ

ス
ト

ノ

ナ
ル
ヲ

義
謂
三
徳
四
義
、
本
義
云
此
二
句
偏
明
二
一
体
仏

宝
最
勝

こ

と
記
さ
れ

て
い
る
が
、

こ
の
義
疏
は
経
文
の

『
第

一
義
』
を
三
徳
釈
を
以
て
解
釈

し
て
い
る
が

「本
義
云
」
は
三
徳
の
事
に
触
れ

よ
う
と
は
し
て
を
ら
な

い
、
前
と
同
様
に
本
義
説
は
三
徳
釈
に
固
執
し
た
学
系
の
も
の
で
は
な

か
つ
た
、
唯
、
義
疏
は

「三
徳
四
義
」
と

「
三
徳
」
以
外
に

「四
義
」

な
る

一
句
を
加
え
て
い
る
が
、
「
四
義
」
と
は

「
三
徳
」
に

『
清
浄
』

を
加
え
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
実

は

「
四
義
」
と
は

「常
楽
我

浄
」
の
事
で
あ
る
、

ハ

ズ

ノ

ヲ

ニ

ス
ハ

勝
蜜
経

一
諦
章
に

『
或
有
二衆
生
一信
二仏
語
一

故
起
二常
想
、
楽
想
、

ヲ

ズ

ノ

ニ

ヅ
ク

ト

我
想
、
浄
想
一非
二顛
倒
見
一名
二
正
見
一』
と
あ
る
よ
う
に

『
常
楽
我
浄
』

を

『
正
見
』
と
名
つ
く
と
教
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
こ
の

「
四
義
」
も

「
三
徳
」
と
同
様
、
勝
髭
経
に
と
つ
て
は
重
要
な
教
義
で
あ
つ
た
し
、

ニ

ニ

ス

ハ

タ
ル
コ
ト
ヲ

亦
、
勝
壼
経
疏
奈
九
三
に
は

「第
二
有
二
一
事
一偏
明
三仏
宝
帰
依
二

最

ノ

ナ
リ

ヲ

ス

ト

ヲ

勝
一従
二
『
帰
依
第

一
義
』
已
下
是
、
無
常
、
苦
、

空
為
レ
偽
常
楽
我
浄

ス

ト

為
二
第
二

義
剛也
」
と
見
え
て
い
る
点
か
ら
し
て
も

「
四
義
」
と
は

「常

楽
我
浄
」
を
指
し
て
い
る
事
が
明
ら
か
で
あ
ら

う
。

ト

ト

ニ
ス
ル
ハ

レ

シ
テ

ス
ル
ナ
リ

亦
、
同
じ
く

一
乗
章
に

「『
此
二
販
依
第

一
義

是
究
寛
販
依
二

勝

髭
経
義
疏

に
見
え
る
本
義
に

つ
い
て
 
(
渡

部
)
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勝
量
経
義
疏
に
見

え
る
本
義
に

つ
い
て
 
(
渡

部
)

ニ

ト

ハ

ス

ス
ル
ハ

ノ

ビ

ニ

チ

レ

メ

ス
ル
ト
イ
フ
コ
ト
ヲ

如
来

一』
者
明
下依
二
一
体
法
僧
及
三
徳
四
義
一即
是
究
寛
飯
依
中

如

ニ

ニ

ク

リ

ス

ノ

ハ

ジ
ク

レ

来
上
也
、

本
義
云
従
二
『
此
二
阪
依
』
一以
下
結
二
一
体
三
販
依
同

是
究

ナ
リ
ト

寛
こ

と
あ
る
が
義
疏
そ
の
も
の
は
三
徳
四
義
釈
を
以
て
の
注
釈

で
あ

つ
た
が

「
本
義
云
」
は
三
徳
の
事
に
触
れ
て
は
お
ら
な
い
。

以
上
の
例
を
見
て
も
分
る
よ
う
に
勝
壼
経
義
疏
そ
の
も
の
は
三
徳
釈

に
忠
実
そ

の
も
の
で
あ
る
の
に
相
違
し
て
本
義
説
は
全
く
三
徳
釈
に
触

れ
よ
う
と
は
し
て
を
ら
な
い
、
謂
は
冥
、
こ
の
義
疏
の
引
用
し
て
お
つ

た

「
本
義
」
と
は
少
な
く
と
も
浬
榮
経
の
三
徳
を
以
て
勝
量
経
を
注
釈

し
よ
う
と
し
た
曼
師
の
撰
述

で
は
な
か
つ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
事
が
云

い
得
る
よ
う
で
あ
る
。

日

勝
髪
箕経
益我
疏

一
乗
立早
に

シ

ゼ
バ

ヲ

ソ

リ

若
弁
二
生
死
一凡
有
二四
種
一

一
者
.
.
.
.
.
.
分

段
生
死

二
者
.
.
.
.
.
.
変

易
生
死

三
者
.
.
.
.
.
.
二

国
中
間
生
死

四
者
.
.
.
.
.
.
初

流
来
生
死

と
四
種
生
死
釈
を
挙
げ
て
い
る
が
、
金
治
先
生
は
章
安
の
大
浬
葉
経

疏
巻

二
十
四
を
引
用
し
て
四
種
生
死
釈
は
曼
師

の
釈
で
あ
つ
た
事
を
証

さ
れ
た
、

即
ち
、
勝
髭
経
義
疏
が
四
種
生
死
釈
を
掲
げ
て
お
い
た
と
い

う
事
は
曼
師
の
影
響
下
に
あ
つ
た
事
は
否
め
な
い
事
実

で
あ
る
。

ヲ

ス

ニ

ノ

ヲ

と
こ
ろ
が
こ
の
義
疏
は
更

に

「
二
国
中

間
属
二於
分
段
一初
流
来
時

ス

ニ

レ
バ

チ

ハ

リ

ト

ト
ニ

ニ

ハ

イ
テ

ト

ト

ニ

ス

属
二変
易

一然

即
要
在
二
分
段

変
易
一
所
以
勝
髭
但
就
二
分
段
変
易
一為

ス
ル
コ
ト
ヲ

ト

ヲ

レ釈
二

究
寛
不
究
寛
之
意
一」
と
記
し
、
四
種
生
死
釈
は
こ
の
勝

髪
経

に
と
つ
て
そ
れ
を
掲
げ
た
の
は
二
種
生
死
釈
も
あ
る
が
四
種
生
死
釈
も

あ
る
と
い
う
参
考
程
度
の
注
釈
で
あ
る
事
を
示
し
て
い
る
。

ク

ニ

リ

ニ

と
こ
ろ
が
こ
の
義
疏
は
歎
仏
章
に

「
法
雲
法
師
云
生
死
有
三

一種
一
一

ニ

ナ
リ

分
段
生
死
、

二
変
易
生
死
云
々
」
と
法
雲
釈
を

掲
げ

て
い
る
が
、
何

故
、

こ
の
法
雲
説
を

一
乗
章
に
記
さ
な
か
つ
た
か
と
い
う
疑
問
が
生
ず

る
、

こ
の
事
に
就
い
て
は
後
に
譲
る
と
し
て
も
、

こ
均
で
云
い
得
る
事

は
曼
師
の
四
種
生
死
釈
は
こ
の
勝
髪
経
に
と
つ
て
は
不
要
の
も
の
で
法

雲
師
の
二
種
生
死
釈
で
事
足
り
る
と
い
う
よ
う
な
書
き
振
り
で
あ
る
、

唯
、
問
題
な
の
は
、
こ
の
勝
髭
経
義
疏
の
原
本
と
な
り
、
本
義
と
な

つ
た
も
の
が
仮
り
に
法
雲
の
撰
述
書

で
あ
つ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
法
雲

が
撰
述
し
た
注
釈
本
に
自
分
の
名
を
記
す
道
理

が
な
い
の
で
は
な
か
ろ

う
と
い
う
事
で
あ
る
、
こ
均
で
私
は
法
華
義
疏
と
そ
の
本
義
で
あ

つ
た

法
雲
の
法
華
義
記
に
記
さ
れ
い
る
も
の
を
参
考

に
採
り
挙

げ
て
見
た

い
。法

華
堂我
一記
 
(
p
.
 
6
0
3
)
 

中
に

ノ

ス
ル
ニ

ノ

ヲ

ニ

ノ

シ
テ

ク

メ
ノ

開
示
悟
入
四
句
、
人
解
二
此
四
句
一互
有
二不
同
引

一
家
解

言
、
初
三
乗
別

ト

ヲ

ヲ

教
為
レ開
也
、
波
若
教
時
言
レ示
也
、
説
無
量
義
経
名
レ悟
也
、
説
法
華
経
為

ハ

レ

シ
テ

ヲ

ス

ト

ノ

ナ
リ

ノ

モ

シ

レ
入
也
、
知

見
是
仏
果

之
名
、

同
取
二
万
行

一作
二
知
見

一家
道
、

此
解

亦

好
、

メ

ク

ハ

レ

ノ

リ

ト

ス
ル
ナ
リ

ノ

ヲ

光
宅
法
師
解
言
知
見
只
是
一
衆
生
当
来
仏
果
、
衆
生
従
レ本
有
二

此
仏
果
引

ニ

ク

ク

ク

ニ

但
従
二昔
日
一以
来
五
濁
既
強
障
擬
又
重
不
レ堪
レ聞
二大
衆
一…
…
」

と
聞
思
修
の
三
慧
を
以
て
開
示
悟
入
の
注
釈
を
施
し
て
い
る

一
文
が
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あ
る
、

こ
の
一
文
は
法
華
義
疏
も
殆
ん
と
そ
の
ま

均
引
用
し
て
お
り
、

光
宅
法
師
の
名
も
そ
の
ま

均
引
用
さ
れ
て
い
る
事
は
勿
論

で
あ
る
、

却
説
、

法
華
義
記
の

二

家
解
言
」
の
四
時
教
と
は
、
法
華
玄
義
の

イ
テ

ニ

ニ

ズ

ニ

チ

ノ

「就
レ
漸
更
判
二四
時
教
一即
荘
厳
曼
所
用
也
」
、
亦
、
維
摩
玄
疏
に

「荘

ハ

ヲ
モ
ッ
テ

ヲ

ヲ
モ
ツ
テ

ズ

ヲ

厳
四
時

明
レ
義
」
、
亦
、

四
教
義
に
は

「荘
厳
、
四
時

判
レ教
」
と

記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
曼
師
は
四
時
教
判
を
唱
導
し
て
を
つ
た
、
義
記

の
云
う

二

家
」
と
は
曼
師
の
事
で
あ
ら
う
、

こ
の
当
時
最
も
さ
か
ん
に
唱
導
さ
れ
て
を

つ
た
の
は
五
時
教

で
あ

り
、
法
雲
師
も
そ
の

一
人
で
あ

つ
た
、
法
華
義
記
が

二

家
解
言
」
と

曼
師
の
四
時
教
説
を
記
し
な
が
ら
次
ぎ
に

「
光
宅
法
師
解
言
」
と
特
に

名
を
挙
げ
た
の
は
曼
師
に
対
す
る
対
抗
意
識
が
充
分
伺
い
得
る
、
今
、

勝
髭
経
義
疏
の
曼
師
説
の
四
種
生
死
釈
に
対

し
、
特
に

「法
雲
法
師

云
」
と
法
雲
の
名
を
挙
げ
二
種
生
死
釈
を
掲
げ
た
事
と
そ
の
調
子
が
よ

く

一
致
し
た
書
き
振
り
で
あ
る
。

そ
こ
で
問
題
な
の
は
法
華
義
記
の
撰
述
者
と
云
は
れ
て
い
る
法
雲
法

師
が
自
分

の
撰
述
し
た
書
中
に

「光
宅
法
師
解
云
」
と
自
分
の
名
を
記

す
と
い
う
事
は
常
識
で
は
考
え
ら
れ
な
い
、
法
華
義
記
は
法
雲
の
撰
述

で
は
な
か
ろ
う
と
い
う
疑
い
の
出
る
の
も
当
然
と
い
う
も
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

ノ

ハ

レ

ベ
テ

と
こ
ろ
が
法
華
義
記
 
(
p
.
 
5
7
4
)

下
の

「此
意
是
光
宅
法
師
今
述

而

ル

ラ

不
レ作
也
」
と
の

一
句
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
法
華
義
記
は
法

雲
が

口
述

し
た
も

の
で
撰
述
し
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
事
が
明
ら
か
で
あ
る
。

布
施
浩
岳
著
浬
繋
宗
之
研
究
後
篇

P
8
6
注九

に

「大
正
三
三
巻
、

本

疏
は
光
宅
の
義
記
或
は
光
宅
疏
と
通
称
せ
ら
る

均
も
標
題
下
に
雲
法
師

撰
と
あ
る
の
み
な
ら
ず
、

文
中
、
此
意
是
光
宅
法
師
今
述
而
不
作
也

と
記
さ
る
均
故
、
法
雲
撰
に
非
ず
し
て
法
雲
述
、
弟
子
等
撰
と
見
る
べ

き
で
あ
る
」
と
既
に
御
指
摘
が
あ
つ
た
。

こ
う
し
た
事
は
こ
の
勝
壷
経
経
義
疏
の
場
合
に
も
云
い
得
る
よ
う
で

あ
る
、
仮
り
に
勝
責
経
義
疏
の
原
本
の
文
中
に

「
光
宅
師
言
」
或
い
は

「法
雲
法
師
云
」
と
い
う
教
家
の
名
が
記
さ
れ
て
を
つ
た
に
し
ろ
、
法

雲
の
法
華
義
記
の
う
ち
に

「光
宅
師
言
」
と
記
さ
れ
て
を

つ
た
と
同
様

に
何
等
疑

い
の
容
れ
よ
う
も
な
く
、
勝
髭
経
義
疏
が
そ
の
原
本
に
あ
つ

た

「法
雲
法
師
云
」
の
文
字
を
そ
の
ま
均
承
け
継
い
だ
で
あ
ら
う
と
想

像
さ
れ
、
勝
髭
経
義
疏
の
中
に

「法
雲
法
師
云
」
の
文
字
が
見
え
て
を

つ
て
も
不
思
議
で
は
な
く
、

勝
壷
経
義
疏
が
法
雲
法
師
の
も
の
を
原
本

と
し
、
本
義
と
し
て
使
用
さ
れ
た
で
あ
ら
う
事

に
少
な
く
と
も
こ
の
場

合
疑
い
を
持

つ
必
要
は
な
い
と
い
う
事
を
、
法
華
義
記
を
原
本
と
し
、

本
義
と
し
た
法
華
義
疎
の
場
合
と
を
照
し
合
は
し
て
云
い
得
る
よ
う
で

あ
る
、
即
ち
、
勝
髭
経
義
疏
の
原
本
、
或
い
は
本
義
な
る
も
の
は
法
華

義
記
と
同
様
に
法
雲
述
、
弟
子
等
の
撰
と
い
う
も
の
で
あ
つ
た
と
想
像

さ
れ
得
る
訳
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
義
疏
に
は

「本
義
云
」
と
こ
の
外
に
九
ケ
処
記
さ
れ
て

い
る
の
で
こ
れ
ら
に
就
い
て
も
調
査
を
す

均
め
て
見
な
け
れ
ば
明
ら
か

な
答
え
の
出
て
来
な
い
事
は
勿
論
で
あ
る
。

勝
蟹
経
義
疏

に
見
え

る
本
義

に
つ
い
て
 (
渡

部
)
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